
～じょじょ吉様～
販促のご依頼



～ご依頼内容～

デザインのテイストは

「シンプルモダンな和」
…全体的に「和」を中心にしたテイストを仕上げました。



●制作物●

●ターゲット●
①近くで働く医療従事者やサラリーマンの方
②近くの学校に通学している学生
③近隣住民の方
④ファミリー（休日）

自家製ドレッシングの販促物
テイクアウトメニュー

…どの年代の方にも愛されているお店
　どのような見せ方をしたらよりよく
　見えるか



改善点

自家製ドレッシング
現行データ

お客様から「美味しい︕」と評判がいい、ということが
こちらの POP からは伝わってこない。
ドレッシングは店内で手間をかけてひとつひとつ手作業で
作っているという部分はとてもアピールできるポイントか
と思ったので、【自家製ドレッシング】に負けないくらい
強調してもいいのではないかと考えた。
また、その他必要な情報（※例︓冷蔵庫保管）などが伝わ
らないので、おすすめポイントも含めた他の情報も記載す
る必要があるかと考えた。



自家製ドレッシングの販促物

デザインのコンセプト内容
「シンプルモダンな和」をなるべく崩さないようにしつ
つも、ドレッシングの色味でもあるオレンジで全体をテ
イスト。ドレッシングの材料となっている野菜の写真と
シルエットを差し込んでみて素材へのこだわりを表現。
上の部分の黄色い箇所は『和紙』の素材を使用し、
下の部分はメリハリを出すために色を差し込まず、文字
と写真のみで調整。

（サイズ︓A2）



こだわりポイント
どの年齢の方でも見やすいように、見せたい部分は大
きな文字で 2 種類の色を使って、細かい部分は細字で
説明を記載。また、主役であるドレッシングが中心に
なるようにまわりに配置をし、ドレッシングが埋もれ
ない程度で似たような色合いに統一し全体的に明るい
印象に。左下にはドレッシングを実際に出した際の写
真も配置。

お客様の『美味しいから持って帰りたい』という声で
販売が開始した商品なので、きっかけになった大切な
言葉は赤文字白枠で協調し目にとまるように。

『店内で手作業で作っています』という自家製でひと
つひとつ大切に作られているという部分はアピールポ
イントになるので見ていただきたく少しカーブをかけ
目に留まる印象に。

改善箇所



改善点
実際の写真がないので、お弁当がどのような形な
のかのイメージがつきにくい。（どのくらいのボ
リューム・一緒に入っているものはなにか、など）
メインのお弁当と＋１品のバランスが同じになっ
てしまっているので端的に見えるかなと感じた。
また、テイクアウトメニューの注意事項が目に留
まりにくい印象だと感じた。

テイクアウトメニュー
現行データ



テイクアウトメニュー （サイズ︓A4 三つ折り）

デザインのコンセプト内容
『和』のコンセプトを残したく、黒のレイアウトで目
につきやすいテイストに。お弁当はどれもとても美味
しそうだったので実際の写真を見てもらいたくひとつ
ひとつのメニューに写真を配置。黒背景単体だと写真
や文字が目立たなくなってしまうので、不透明度の低
いシェイプを重ねて見やすい印象に仕上げました。



こだわりポイント
三つ折りで折り曲げたときの表紙が、店舗情報や
予約に関する注意事項、またお店の認知や情報拡
散にも繋がるであろう Instagram アカウントの
QR コードをレイアウト。
→Instagram の QR コードを貼っておくことでア
カウントの存在を認知してもらえたり、情報収集
してもらえるきっかけになると思い配置。

改善箇所
テイクアウトの注意事項を最初に目に留まるよう
に配置。テイクアウトメニューはお弁当が主役な
ので、お弁当の実物写真を余白をとってひとつひ
とつずつ配置。その他プラス１品はテキストのみ
で小さく見せる配置に。ここでしか購入ができな
い自家製ドレッシングも実物写真があったほうが
認知や購入意欲にもつながると考えたため小さめ
で現物写真を配置。



●ターゲットへの狙い●
①近くで働く医療従事者やサラリーマンの方
→医療従事者のように健康を気遣っている方はドレッシングの良さを知ったら購入してくれるかも。
→また、忙しい方でもテイクアウトメニューの写真を事前に確認できれば余裕を持って予約をしてもらう
きっかけにつながるかもしれないと考えた。

②近くの学校に通学している学生
→SNS をよく使用する年代かと思うので、事前に Instagram の投稿やストーリーのハイライトに店舗のメ
ニュー情報やテイクアウト情報などを載せておくとお店の料理の雰囲気などが伝わり来客につながるかもし
れないと考えた。

③近隣住民の方
→既にお店に来店されている方も多いとは思いますが、店舗利用だけでなくドレッシングの購入やテイクア
ウトに試みてくれる方も増えるかもしれないと考えた。

④ファミリー（休日）
→お店の存在しか知らない方が休日に遠くから来店する場合もあるので、SNS で事前に駐車場や混雑情報、
来店時のお願い事項やメニュー情報などがあるとわかりやすいかもしれないと考えた。


